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ナ
マ
ケ
モ
ノ
は
、

１
日
に
わ
ず
か
８
グ

ラ
ム
ほ
ど
の
「
葉
っ

ぱ
」
で
生
き
ら
れ
る

と
い
う
。
人
間
な
ら

３
日
と
持
た
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ

の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
世
界
に
広
が

る
「
餓
死
」
と
「
肥
満
」
と
い
う

奇
妙
な
同
時
進
行
を
考
え
る
う
え

で
示
唆
的
だ
▼
現
在
、
世
界
の
飢

餓
人
口
は
約
７
億
人
。
紛
争
や
気

候
変
動
の
影
響
で
増
加
傾
向
に
あ

る
。
一
方
、
肥
満
人
口
は
10
億
人

を
超
え
、
過
体
重
を
含
め
れ
ば
成

人
の
４
割
以
上
と
さ
れ
る
。
食
べ

ら
れ
ず
に
命
を
落
と
す
人
が
い
る

一
方
で
、
食
べ
す
ぎ
て
健
康
を
損

な
う
人
も
い
る
。
世
界
で
廃
棄
さ

れ
る
食
品
は
年
間
13
億
ト
ン
。
生

産
量
の
３
分
の
１
に
あ
た
る
と
い

う
。
ス
ー
パ
ー
の
棚
に
並
ぶ
山
の

よ
う
な
商
品
や
、
コ
ン
ビ
ニ
の
廃

棄
弁
当
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
、
こ

の
数
字
も
現
実
味
を
帯
び
て
く
る

▼
私
た
ち
は
速
さ
と
効
率
を
追
い

求
め
、
移
動
も
生
産
も
廃
棄
も
、

と
に
か
く
急
ぐ
。
そ
の
結
果
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
を
大
量
に
使
い

な
が
ら
、
余
ら
せ
、
そ
し
て
捨
て

る
。
ナ
マ
ケ
モ
ノ
は
、
必
要
な
と

き
に
必
要
な
分
だ
け
動
く
。
低
栄

養
の
葉
っ
ぱ
を
発
酵
さ
せ
、
ゆ
っ

く
り
と
使
い
切
る
▼
人
間
も
ま

た
、
技
術
の
力
で
「
少
な
い
資
源

で
高
い
栄
養
」
を
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
植
物
肉
や
昆
虫
食
、

微
細
藻
類
は
、
そ
の
一
例
だ
。
葉

っ
ぱ
一
枚
で
生
き
る
こ
と
は
で
き

な
く
て
も
、
せ
め
て
無
駄
を
減
ら

す
こ
と
は
で
き
る
は
ず
。
飢
餓
と

肥
満
が
同
時
に
進
む
時
代
に
必
要

な
の
は
、
速
さ
で
は
な
く
、
足
る

を
知
る
感
覚
か
も
し
れ
な
い
▼
も

っ
と
も
、「
働
い
て
、
働
い
て
…

…
」
と
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
る
日

本
社
会
で
、
ナ
マ
ケ
モ
ノ
の
よ
う

に
木
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
余
裕

が
あ
る
か
ど
う
か
。
そ
こ
が
、
い

ち
ば
ん
の
難
問
で
あ
る
。 

（
空
）
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STOP！患者負担増STOP！患者負担増

請願署名へご協力を請願署名へご協力を

「ロキソニンやアレグラなどの「ロキソニンやアレグラなどの
 薬の追加負担はやめてください」 薬の追加負担はやめてください」

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

診療報酬改定答申談話〈医科・歯科〉

〈医科〉３・４月の診療報酬等の
お問い合わせ対応の停止期間について

２~３面

２面

４面研
面
究 診内研より「知っておきたい
マダニ刺症とトコジラミ刺症」

　

診
療
報
酬
改
善
・
患
者
負
担
増
中
止
を
求
め
、
協
会
・
保
団
連
は

特
別
国
会
召
集
翌
日
の
２
月
19
日
、
中
央
要
請
行
動
を
実
施
。
盛
山

正
仁
（
自
民
）・
池
畑
浩
太
朗
（
維
新
）・
辰
巳
孝
太
郎
（
共
産
）
各

衆
議
院
議
員
、
大
門
実
紀
史
（
共
産
）・
福
島
瑞
穂
・
ラ
サ
ー
ル
石

井
（
い
ず
れ
も
社
民
）
各
参
議
院
議
員
と
面
談
し
た
。

　

兵
庫
協
会
か
ら
は
武
村
義
人
・

白
岩
一
心
両
副
理
事
長
、
小
寺
修

評
議
員
、
川
西
敏
雄
参
与
が
参
加

し
た
。

　

盛
山
議
員
へ
の
要
請
で
は
、
武

村
副
理
事
長
と
小
寺
評
議
員
は
、

医
薬
品
の
供
給
不
足
が
長
期
化

し
、
原
薬
の
多
く
を
海
外
に
依
存

し
て
い
る
構
造
的
問
題
を
指
摘

し
、
改
善
を
求
め
た
。
盛
山
議
員

は
「
日
本
の
製
薬
企
業
が
国
内
で

安
定
的
に
生
産
で
き
る
よ
う
、
採

算
が
取
れ
る
報
酬
体
系
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
応
答
。

さ
ら
に
白
岩
副
理
事
長
は
、
歯
科

大
学
卒
業
生
数
と
歯
科
医
師
国
家

試
験
合
格
者
数
の
不
均
衡
を
指

摘
。
盛
山
議
員
は
「
関
係
省
庁
の

連
携
を
意
識
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

池
畑
議
員
へ
の
要
請
で
は
、
川

西
参
与
が
、
が
ん
患
者
さ
ん
の

「
子
育
て
の
た
め
に
治
療
を
あ
き

ら
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
」
と
の

発
言
を
紹
介
し
、「
高
額
療
養
費

制
度
の
改
悪
は
、
命
と
生
活
の
選

択
を
迫
る
も
の
」
と
中
止
を
強
く

要
請
し
た
。
池
畑
議
員
は
「
そ
う

り
組
む
」
と
応
じ
た
。

　

福
島
議
員
へ
の
要
請
で
は
、
医

療
・
社
会
保
障
の
後
退
と
憲
法
改

正
論
議
の
動
き
に
懸
念
を
示
し
た

協
会
に
対
し
、
福
島
議
員
は
「
改

憲
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
粘
り

強
く
続
け
る
」
と
強
調
し
、
い
わ

ゆ
る
ス
パ
イ
防
止
法
に
つ
い
て
も

「
国
民
監
視
法
だ
」
と
強
く
反
対

し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

国
会
内
集
会

「
私
た
ち
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
！
」

　

同
日
昼
に
は
「
私
た
ち
は
あ
き

ら
め
ま
せ
ん
！
患
者
さ
ん
と
と
も

に
社
会
保
障
充
実
を
」
と
題
し
た

国
会
内
集
会
を
開
催
し
、
ウ
ェ
ブ

を
含
め
１
５
３
人
が
参
加
し
た
。

　

武
村
副
理
事
長
は
閉
会
あ
い
さ

つ
で
、
高
額
療
養
費
制
度
見
直
し

に
関
連
し
、「
受
診
抑
制
を
前
提

に
財
政
効
果
を
計
算
す
る
の
は
本

末
転
倒
だ
」
と
述
べ
、「
諦
め

ず
、
患
者
さ
ん
と
と
も
に
社
会
保

障
充
実
を
求
め
続
け
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

し
た
声
が
現
実
に
あ
る
こ
と
を
重

く
受
け
止
め
た
い
」
と
応
じ
た
。

　

辰
巳
議
員
へ
の
要
請
で
、
白
岩

副
理
事
長
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
外
し
に
つ
い
て
「
医
師
が
医

学
的
に
必
要
と
判
断
し
て
処
方
し

て
い
る
薬
を
自
己
負
担
増
と
す
れ

ば
、
受
診
抑
制
が
確
実
に
起
こ

る
」
と
指
摘
。
辰
巳
議
員
は
「
負

担
増
が
受
診
抑
制
に
つ
な
が
る
の

は
明
ら
か
だ
。
制
度
の
問
題
点
を

追
及
す
る
」
と
応
じ
た
。

　

大
門
議
員
へ
の
要
請
で
は
、
小

寺
評
議
員
は
、「
長
期
に
わ
た
る

自
民
党
政
権
の
経
済
政
策
の
も
と

で
、
国
民
所
得
が
伸
び
悩
み
、
社

会
保
障
も
抑
制
さ
れ
て
き
た
」
と

社
会
保
障
拡
充
へ
の
転
換
を
求
め

た
。
大
門
議
員
は
「
経
済
政
策
の

転
換
と
社
会
保
障
充
実
は
一
体
の

課
題
。
命
を
守
る
立
場
で
論
戦
を

強
め
る
」
と
述
べ
た
。

　

ラ
サ
ー
ル
石
井
議
員
は
、
長
崎

協
会
の
本
田
孝
也
会
長
と
の
交
流

を
通
じ
て
保
険
医
運
動
を
理
解
し

て
い
る
と
述
べ
、「
国
会
内
で
受

療
権
を
守
る
立
場
で
引
き
続
き
取

特別国会で、盛山正仁（自民、①中央）・池畑浩太朗（維新・②右２人目）・辰巳孝太
郎（共産・③右）各衆議院議員、福島瑞穂（社民・④左２人目）・大門実紀史（共産
・⑤右２人目）・ラサール石井（社民・⑥右２人目）各参議院議員へ要請　　　　　

協会ウェブサイト内に開設中！
改定研究会の詳細やQAなど
最新情報はこちらから

　

政
府
与
党
は
、
ロ
キ
ソ
ニ
ン

や
ア
レ
グ
ラ
な
ど
77
成
分
・
約

１
１
０
０
品
目
の
薬
剤
（
い
わ

ゆ
る
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」）
に

対
し
、
窓
口
負
担
と
は
別
に

「
特
別
料
金
」
と
し
て
薬
剤
費

の
25
％
を
患
者
に
追
加
負
担
さ

せ
る
法
律
を
今
国
会
で
成
立
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹

を
揺
る
が
し
、
地
域
の
医
療
体

制
に
深
刻
な
混
乱
を
招
く
も
の

で
す
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
が
医
学
的

見
地
か
ら
必
要
と
処
方
し
た
薬

剤
に
対
し
、
市
販
薬
と
の
公
平

性
を
名
目
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

科
す
こ
と
は
、
専
門
的
な
医
療

行
為
へ
の
介
入
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
患
者
に
と
っ
て
は
、
窓
口

負
担
が
実
質
的
に
３
割
か
ら
５

割
へ
と
跳
ね
上
が
り
、「
受
診

抑
制
」
に
直
結
し
ま
す
。

　

保
団
連
・
協
会
は
こ
の
追
加

負
担
の
中
止
を
求
め
て
、
請
願

署
名
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

本
号
に
署
名
用
紙
と
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
先
生
ご
自
身
、
ご
家
族
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
で
ご
署
名

い
た
だ
き
、
ご
返
送
く
だ
さ

い
。
さ
ら
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
先
生
は
、
同
封
の
ご
注
文
用

紙
で
、
署
名
用
紙
を
ご
注
文
く

だ
さ
い
。

物
価
高
に
見
合
う
手
当
と
患
者
負
担
増
中
止
を

物
価
高
に
見
合
う
手
当
と
患
者
負
担
増
中
止
を

２・19中央要請行動　医療現場の危機打開へ――
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２
０
２
６
年
度

２
０
２
６
年
度

診
療
報
酬
改
定
答
申

診
療
報
酬
改
定
答
申  

談
話
談
話

　

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
つ
い
て
、
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
（
中
医

協
）
は
２
月
13
日
、
厚
生
労

働
大
臣
に
答
申
を
行
っ
た
。

改
定
率
お
よ
び
改
定
内
容
に

対
す
る
医
科
・
歯
科
そ
れ
ぞ

れ
の
談
話
を
掲
載
す
る
。

医　科

地
域
医
療
を
守
る
に
は

全
く
不
十
分

研
究
部
長　
　

清
水　

映
二

　

長
引
く
低
診
療
報
酬
政
策
に
、

さ
ら
に
人
件
費
・
物
価
等
の
高
騰

が
追
い
打
ち
を
か
け
、
診
療
縮
小

や
閉
院
が
現
実
の
問
題
と
な
る

中
、
協
会
・
保
団
連
の
み
な
ら

ず
、
多
く
の
医
療
団
体
が
診
療
報

酬
の
10
％
以
上
の
引
き
上
げ
を
求

め
て
き
た
。
し
か
し
、
６
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
今
次
診
療
報
酬
改
定

は
全
体
で
＋
２
・
22
％
の
プ
ラ
ス

改
定
と
な
っ
た
。
外
来
に
つ
い
て

は
初
診
料
の
引
き
上
げ
は
な
く
、

再
診
料
１
点
引
き
上
げ
と
、「
物

価
対
応
料
」
と
し
て
初
・
再
診
料

に
２
点
（
２
０
２
７
年
度
は
４

点
）
上
乗
せ
さ
れ
た
の
み
で
あ

る
。
現
在
の
医
療
機
関
の
深
刻
な

経
営
危
機
を
打
開
し
、
地
域
医
療

を
安
定
的
に
維
持
す
る
に
は
全
く

不
十
分
な
内
容
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

ま
た
、
今
次
改
定
で
は
、
多
く

の
医
療
機
関
が
算
定
す
る
「
医
療

情
報
取
得
加
算
」
が
廃
止
さ
れ
る

と
と
も
に
、「
一
般
名
処
方
加

算
」
が
２
点
引
き
下
げ
ら
れ
た
た

め
、
２
０
２
６
年
度
に
引
き
上
げ

と
な
る
先
述
の
３
点
分
が
丸
々
消

え
て
し
ま
う
計
算
と
な
る
。
Ｄ
Ｘ

関
連
で
新
設
さ
れ
た
「
電
子
的
診

療
情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
」
を

届
け
出
た
と
し
て
も
、
再
診
時
は

わ
ず
か
プ
ラ
ス
１
点
と
い
う
お
粗

末
な
内
容
で
あ
る
（
表
参
照
）。

ま
た
、
前
回
改
定
で
半
分
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
短
期
滞
在
手
術
等
基

本
料
１
が
、
さ
ら
に
半
分
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
物
価
対
応
」
へ
の

費
用
を
可
変
的
な
別
枠
に
切
り
出

す
設
計
は
、
縮
小
や
凍
結
が
容
易

で
、
実
質
的
な
医
療
費
削
減
が
常

態
化
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い

る
。
疲
弊
し
た
医
療
機
関
の
経
営

を
抜
本
的
に
立
て
直
す
た
め
に

も
、「
物
価
対
応
」
は
別
枠
に
よ

る
評
価
で
な
く
、
社
会
全
体
で
負

担
す
べ
き
医
療
提
供
コ
ス
ト
の
増

加
分
と
し
て
、
基
本
診
療
料
に
反

映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

処
遇
改
善
は
基
本
診
療
料
の

引
き
上
げ
に
よ
る
べ
き

　

賃
上
げ
分
と
し
て
「
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
」
の
点
数
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
事
務
員
等

も
対
象
に
加
え
ら
れ
、
対
象
が
拡

大
し
た
こ
と
は
協
会
・
保
団
連
の

改
善
要
求
の
成
果
だ
。
し
か
し
、

産
業
全
体
を
５
％
弱
下
回
る
医
療

関
係
職
種
（
医
師
・
歯
科
医
師
を

除
く
）
の
月
給
与
平
均
を
抜
本
的

に
引
き
上
げ
る
も
の
と
は
な
っ
て

お
ら
ず
、
公
的
病
院
に
と
っ
て
も

人
事
院
給
与
勧
告
に
満
た
な
い
低

い
水
準
と
な
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
は
、
届
出
を
し
て
い
な
い
医
療

機
関
に
は
関
係
が
な
く
、
ま
た
届

出
を
し
て
も
算
定
分
を
す
べ
て
医

療
従
事
者
の
賃
上
げ
に
充
て
る
必

要
が
あ
り
、
医
療
機
関
の
収
入
に

な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
大
手
マ
ス
コ
ミ
が

「
初
診
料
１
９
０
円
上
乗
せ
」
な

ど
と
報
じ
、
あ
た
か
も
医
療
機
関

の
収
入
が
大
幅
に
上
が
る
よ
う
な

描
き
方
を
し
て
い
る
こ
と
は
問
題

だ
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
届

け
出
て
い
な
い
医
療
機
関
を
含

め
、
全
て
の
医
療
従
事
者
の
賃
上

げ
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
処
遇
改

善
は
基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ
に

よ
り
行
う
べ
き
で
あ
る
。

必
要
な
在
宅
医
療
を
阻
害
す
る

不
合
理
な
改
定

　

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
・
施

設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の

「
月
２
回
以
上
訪
問
診
療
を
行
っ

て
い
る
場
合
（
難
病
等
を
除

く
）」
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
月

２
回
以
上
訪
問
診
療
を
行
う
患
者

数
に
占
め
る
「
重
症
患
者
」（
末

期
が
ん
、
難
病
、
重
度
褥
瘡
、
要

介
護
３
以
上
な
ど
）
の
割
合
が
一

定
以
上
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ

れ
た
。
仮
に
こ
の
要
件
を
満
た
せ

な
い
場
合
は
「
月
２
回
以
上
」
の

点
数
が
算
定
で
き
な
い
こ
と
と
な

り
、
在
宅
医
療
を
行
う
医
療
機
関

は
非
常
に
大
き
な
減
収
と
な
る
。

　

し
か
し
、
軽
度
〜
中
程
度
の
認

知
症
患
者
や
高
齢
の
独
居
患
者
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
「
重
症
度
」
が
低

く
と
も
月
２
回
程
度
の
訪
問
を
継

続
す
る
必
要
性
が
高
い
患
者
は
少

な
く
な
い
。「
重
症
度
」
基
準
に

よ
り
月
２
回
以
上
の
訪
問
診
療
を

制
限
す
る
こ
と
は
、
医
師
の
裁
量

権
を
侵
害
し
、
必
要
な
医
療
提
供

を
阻
害
す
る
と
と
も
に
、
患
者
の

選
別
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

ま
た
、
強
化
型
支
援
診
（
連
携

型
）
の
施
設
基
準
に
、
24
時
間
の

往
診
体
制
を
自
院
で
月
に
４
回
数

以
上
確
保
し
て
い
る
こ
と
を
要
件

と
す
る
区
分
が
追
加
さ
れ
た
。
こ

の
体
制
を
確
保
で
き
な
い
場
合

は
、
在
医
総
管
等
で
連
携
型
支
援

診
の
高
い
点
数
を
算
定
で
き
な
く

な
る
。
し
か
し
、
24
時
間
体
制
が

確
保
で
き
て
い
な
い
医
療
機
関
も

含
め
て
連
携
に
よ
り
機
能
を
補
完

し
あ
い
、
地
域
の
在
宅
医
療
を
確

保
し
て
い
く
必
要
性
は
高
齢
化
の

進
展
に
よ
り
さ
ら
に
高
ま
っ
て
お

り
、
地
域
の
在
宅
医
療
連
携
を
阻

害
す
る
改
定
と
言
え
る
。

引
き
続
く
医
療
Ｄ
Ｘ
へ
の

強
引
な
誘
導

　

「
医
療
情
報
取
得
加
算
」
及
び

「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加

算
」
が
廃
止
さ
れ
、「
電
子
的
診

療
情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
」
に

再
編
さ
れ
た
。
前
者
の
み
を
算
定

し
て
い
た
医
療
機
関
に
と
っ
て
は

新
た
な
加
算
を
届
出
し
な
け
れ
ば

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
後
者
を
届
け

出
て
い
た
医
療
機
関
で
も
電
子
処

方
箋
ま
た
は
電
子
カ
ル
テ
情
報
共

有
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
に
対
応

し
な
け
れ
ば
初
診
時
の
点
数
は
大

き
く
引
き
下
が
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
は
強
引
に
義

務
化
さ
れ
た
が
、
窓
口
で
は
相
変

わ
ら
ず
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
、
電

子
処
方
箋
も
医
科
診
療
所
で
75
％

が
未
導
入
で
あ
る
。
医
療
現
場
の

必
要
性
か
ら
出
発
し
な
い
、
診
療

報
酬
に
よ
る
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
へ
の

強
引
な
誘
導
は
止
め
る
べ
き
だ
。

生
活
習
慣
病
管
理
料
は

協
会
の
要
望
が
一
部
実
現

　

生
活
習
慣
病
管
理
料
に
つ
い

て
、
療
養
計
画
書
へ
の
患
者
署
名

が
不
要
と
な
る
と
と
も
に
、

（
Ⅱ
）
の
包
括
対
象
か
ら
「
特
定

薬
剤
治
療
管
理
料
」「
悪
性
腫
瘍

特
異
物
質
治
療
管
理
料
」
等
の
汎

用
点
数
が
除
外
さ
れ
た
。
医
療
費

抑
制
を
目
的
と
し
た
慢
性
疾
患
の

包
括
管
理
へ
の
移
行
と
い
う
根
本

的
な
問
題
は
残
る
が
、
こ
れ
ま
で

協
会
・
保
団
連
が
要
求
し
て
き
た

改
善
要
望
項
目
が
一
部
反
映
さ
れ

た
。

　

他
方
、
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

の
対
象
疾
患
か
ら
は
、
非
ス
テ
ロ

イ
ド
性
抗
炎
症
薬
の
投
与
を
受
け

て
い
る
胃
潰
瘍
及
び
十
二
指
腸
潰

瘍
の
患
者
が
除
外
さ
れ
た
。
改
定

の
た
び
に
「
特
定
疾
患
」
の
対
象

を
変
更
し
、
医
療
費
を
抑
制
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
透
け
て
見
え

る
。

「
医
師
偏
在
対
策
」の

名
の
も
と
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ

　

い
わ
ゆ
る
「
医
師
偏
在
対
策
」

と
し
て
、「
外
来
医
師
過
多
区

域
」（
兵
庫
県
で
は
神
戸
市
）
で

新
規
開
業
す
る
場
合
、
地
域
で
不

足
す
る
機
能
（
初
期
救
急
や
在
宅

医
療
な
ど
）
を
提
供
で
き
な
い
場

合
に
は
、
保
険
医
療
機
関
の
指
定

を
３
年
に
短
縮
す
る
だ
け
で
な

く
、
機
能
強
化
加
算
、
地
域
包
括

診
療
加
算
や
在
支
診
な
ど
の
届
出

が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

自
由
開
業
医
制
の
否
定
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
か
か
り
つ
け
医
機

能
報
告
制
度
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ

た
情
報
を
も
と
に
「
地
域
で
不
足

す
る
機
能
」
を
割
り
出
し
、
一
定

の
機
能
を
満
た
せ
な
い
場
合
に
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
ル
ー
ル
づ
く
り

の
端
緒
で
あ
り
、
財
務
省
が
将
来

的
に
一
定
の
機
能
を
満
た
さ
な
い

場
合
は
初
・
再
診
料
に
差
を
つ
け

る
こ
と
ま
で
画
策
し
て
い
る
こ
と

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

投
薬
は
加
算
引
き
下
げ
と

リ
フ
ィ
ル
へ
の
誘
導

　

一
般
名
処
方
加
算
が
２
点
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
後
発
品
を
中
心
と

し
た
医
薬
品
供
給
不
安
が
継
続
し

て
お
り
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
中
で
の
汎
用
点
数
の
引
き
下

げ
は
到
底
看
過
で
き
な
い
。

　

ま
た
、「
患
者
の
状
態
に
応

じ
、
28
日
以
上
の
長
期
投
薬
又
は

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
を
交
付
す
る
」

こ
と
を
患
者
に
周
知
す
る
要
件

が
、
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
、
皮

膚
科
特
定
疾
患
指
導
管
理
料
、
婦

人
科
特
定
疾
患
治
療
管
理
料
、
耳

鼻
咽
喉
科
特
定
疾
患
指
導
管
理

料
、
二
次
性
骨
折
予
防
継
続
管
理

料
及
び
小
児
科
外
来
診
療
料
に
追

加
さ
れ
た
。
処
方
箋
に
も
リ
フ
ィ

ル
の
説
明
が
追
記
さ
れ
る
予
定

で
、
未
だ
低
い
リ
フ
ィ
ル
処
方
率

を
引
き
上
げ
、
診
察
回
数
を
減
ら

し
て
医
療
費
抑
制
を
は
か
る
た
め

の
強
引
な
改
定
と
言
え
る
。

入
院
は
差
別
的
な

物
件
費
対
応
と

医
療
提
供
体
制
再
編

へ
の
露
骨
な
誘
導

　

物
件
費
の
高
騰
を
ふ
ま
え
た
対

応
と
し
て
入
院
料
等
は
全
般
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
継

続
的
に
賃
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い

る
医
療
機
関
以
外
で
は
入
院
料
等

が
減
算
さ
れ
る
差
別
的
な
仕
組
み

が
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
大
き
な

問
題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
地
域
医
療
構
想

に
お
け
る
急
性
期
機
能
の
集
約
化

の
企
図
が
鮮
明
と
な
っ
て
い
る
。

点　数 改定前 改定後 増減

再診料 75 76 △ 1 ＋１点

医療情報取得加算 1 0 ▲ 1 廃止

電子的診療情報連携
体制整備加算 ― 2 △ 2 新設

明細書発行体制等加算 1 0 ▲ 1 上記新設点数と併算定不可
医療DX推進
体制整備加算 0 0 ± 0 廃止（初診時のみ算定）

物価対応料 ― 2 △ 2 新設（2027年度は４点）

外来管理加算 52 52 ± 0 変更なし

処方箋料 60 60 ± 0 変更なし

一般名処方加算１ 10 8 ▲ 2 －2点

計 199 200 △1

一
般
病
棟
入
院
基
本
料
に
急
性
期

病
院
一
般
入
院
基
本
料
が
新
設
さ

れ
、
病
院
全
体
で
の
救
急
搬
送
受

入
件
数
や
全
身
麻
酔
手
術
件
数
な

ど
、
病
院
単
位
で
の
機
能
が
施
設

基
準
に
持
ち
込
ま
れ
た
上
、
Ｄ
Ｐ

Ｃ
／
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
算
定
が
前
提
と

さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の

係
数
操
作
に
よ
り
病
院
機
能
の
ふ

る
い
分
け
や
統
制
の
強
化
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

患
者
負
担
の

さ
ら
な
る
拡
大

　

長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
に
つ

い
て
、
特
別
の
料
金
と
し
て
患
者

が
負
担
す
る
額
が
、
先
発
品
と
の

価
格
差
の
４
分
の
１
相
当
か
ら
２

分
の
１
相
当
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
（
77

成
分
・
約
１
１
０
０
品
目
）
を
対

象
に
「
一
部
保
険
外
療
養
」
と
し

て
薬
剤
費
の
４
分
の
１
を
患
者
負

担
と
す
る
こ
と
も
狙
わ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
は
「
将
来
に
わ
た
り
１

０
０
分
の
70
を
維
持
す
る
」
と
し

た
健
保
法
附
則
に
反
す
る
ば
か
り

か
、
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
必
要
な
医
療
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
患
者
を
さ
ら
に

増
や
す
点
に
お
い
て
国
民
皆
保
険

制
度
の
空
洞
化
を
進
め
る
も
の
と

言
え
る
。

　

ま
た
、
医
薬
品
の
選
択
は
医
師

の
医
学
的
判
断
に
基
づ
く
療
養
の

給
付
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
医
師

の
処
方
権
を
も
侵
害
す
る
も
の

で
、
到
底
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。

【事例】診察と処方のみの再診患者の算定例

【医科】３・４月の診療報酬等の
 お問い合わせ対応の停止期間について
　2026年度診療報酬改定への対応のため、以下の期間については、診療
報酬に関するお問い合わせを終日停止させていただきます。
　レセプト請求、減点、施設基準に関する問い合わせや、診療報酬改
定に関するご質問等は下記期間以外でお願いいたします。
　新規指導・個別指導・適時調査等の相談は、引き続き☎078－393－
1840でお受けいたします。また、改定に関する情報は随時、特設ホー
ムページやFAXニュース等で情報発信に努めて参りますので、何卒ご
理解のほどよろしくお願い申しあげます。会

員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

加
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昌
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生

伊
丹
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小
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科
・
内
科

２
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６
日　

享
年
89
歳

■停止期間　①３／16（月）～３／19（木）　
　　　　　　②４／８（水）～４／10（金）
 ③４／14（火）～４／17（金）
■2026年度診療報酬改定特設ページ　
　　　　　　http://www.hhk.jp/kaitei2026/
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歯
科
診
療
報
酬
改
定
は
、
会
員

の
要
求
に
基
づ
い
た
協
会
運
動
の

反
映
で
前
回
を
上
回
る
改
定
率
の

よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
賃
上

げ
と
物
価
高
騰
対
応
分
等
を
除
く

と
、
歯
科
診
療
行
為
の
評
価
に
あ

て
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
〝
真
水
〞

は
、
前
回
改
定
と
大
差
な
い
＋
０

・
31
％
に
す
ぎ
な
い
。

　

今
回
の
改
定
は
、
度
重
な
る
厚

労
省
・
国
会
へ
の
要
請
に
よ
っ
て

不
合
理
是
正
が
一
部
実
現
し
た
も

の
の
、
治
療
に
時
間
が
か
か
り
技

術
も
必
要
な
歯
内
療
法
な
ど
基
礎

的
技
術
料
は
低
水
準
の
ま
ま
据
え

置
か
れ
る
一
方
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
や
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
な
ど
、

強
引
な
国
の
政
策
に
沿
う
分
野
に

重
点
配
分
す
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

　

歯
科
診
療
報
酬
は
長
年
に
わ
た

り
不
当
に
低
く
抑
え
ら
れ
て
き

た
。
人
件
費
や
物
価
高
騰
が
加
わ

る
中
で
も
地
域
医
療
を
支
え
る
歯

科
医
療
機
関
の
窮
状
を
救
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
改
定
だ
。

　

一
方
、
政
府
は
高
額
療
養
費
制

度
の
限
度
額
引
き
上
げ
や
О
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
へ
の
追
加
負
担
な
ど
さ
ら

な
る
負
担
増
方
針
を
示
し
て
い

る
。
国
民
の
生
活
は
苦
し
さ
を
増

し
て
お
り
、
歯
科
医
療
機
関
へ
の

受
診
抑
制
も
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

国
の
歯
科
医
療
費
抑
制
政
策
を

転
換
し
て
、
歯
科
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
、
患
者
窓
口
負
担
ゼ

ロ
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。

基
本
診
療
料
は
わ
ず
か
な
引
き

上
げ
、政
策
誘
導
へ
点
数
配
分

　

基
本
診
療
料
は
、
初
診
料
５

点
、
再
診
料
１
点
の
引
き
上
げ
に

と
ど
ま
っ
た
。
大
幅
引
き
上
げ
が

不
可
欠
だ
。
今
ま
で
に
な
か
っ
た

「
物
価
高
騰
に
よ
る
物
件
費
負
担

の
増
加
」
を
前
提
に
掲
げ
た
今
回

の
引
き
上
げ
は
、
物
価
高
騰
が
落

ち
着
け
ば
引
き
下
げ
の
恐
れ
が
あ

り
、
も
と
も
と
の
低
点
数
を
考
え

れ
ば
、
基
本
的
な
診
療
行
為
を
評

価
し
た
基
本
診
療
料
の
性
格
を
歪

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

物
価
上
昇
に
段
階
的
に
対
応
す

る
た
め
と
し
て
外
来
物
価
対
応
料

が
設
け
ら
れ
た
が
、
初
診
時
２

点
、
再
診
１
点
の
加
算
に
す
ぎ
な

い
。
医
科
で
は
訪
問
診
療
時
に
も

算
定
で
き
る
が
、
歯
科
は
算
定
で

き
な
い
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算

と
医
療
情
報
取
得
加
算
が
廃
止
さ

れ
て
、
電
子
的
歯
科
診
療
情
報
連

携
体
制
整
備
加
算
に
統
合
さ
れ

た
。
歯
科
で
は
ほ
ぼ
普
及
し
て
い

な
い
電
子
カ
ル
テ
や
電
子
処
方
箋

の
整
備
に
よ
っ
て
も
点
数
に
差
を

設
け
て
い
る
。

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
、
対

象
職
員
が
拡
大
し
た
。
新
た
に
届

出
を
し
て
も
、
継
続
し
て
賃
上
げ

を
し
て
い
た
か
否
か
に
よ
り
、
点

数
に
格
差
を
設
け
た
。
前
回
改
定

で
新
設
さ
れ
た
同
評
価
料
は
、
医

療
の
中
身
と
は
関
係
な
く
、
診
療

報
酬
に
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ

る
。

　

す
べ
て
の
歯
科
医
療
機
関
は
憲

法
に
基
づ
い
て
国
民
に
歯
科
医
療

を
提
供
し
て
い
る
。
届
出
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
診
療
料
を

大
幅
に
引
き
上
げ
て
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

歯
管
は
３
回
目
以
降

マ
イ
ナ
ス

　

歯
科
疾
患
管
理
料
は
90
点
と
な

っ
た
。
初
診
月
の
減
算
は
廃
止
さ

れ
た
が
、
再
診
時
、
３
回
目
以
降

は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
長
期
維
持

管
理
を
強
い
て
お
き
な
が
ら
マ
イ

ナ
ス
が
増
大
す
る
改
定
は
理
解
し

が
た
い
。

　

小
機
能
と
口
機
能
は
、
協
会
の

要
求
が
実
現
し
て
要
件
が
緩
和
さ

れ
た
。
二
つ
に
分
か
れ
て
、「
１
」

は
点
数
引
き
上
げ
、「
２
」
は
検

査
機
器
が
な
く
て
も
患
者
の
状
態

に
応
じ
て
算
定
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
口
腔
機
能
検
査
関
連
の
施

設
基
準
が
廃
止
さ
れ
た
。

　

歯
科
衛
生
実
地
指
導
料
（
実
地

指
）
の
加
算
だ
っ
た
口
腔
機
能
指

導
加
算
が
独
立
し
、
研
修
な
ど
の

要
件
を
設
け
て
12
点
か
ら
46
点
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
研
修
要
件
が

わ
か
り
次
第
、
協
会
で
は
研
究
会

を
開
催
す
る
。
実
地
指
の
引
き
上

げ
な
ど
歯
科
衛
生
士
の
専
門
性
を

正
当
に
評
価
す
る
診
療
報
酬
を
求

め
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｔ
と
Ｐ
重
防
の

統
合
・
再
編

　

歯
周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ

Ｔ
）
と
歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療

（
Ｐ
重
防
）
が
統
合
、
歯
周
病
継

続
支
援
治
療
に
一
本
化
さ
れ
た
。

協
会
の
要
求
が
実
現
し
て
複
雑
な

二
本
立
て
の
仕
組
み
が
な
く
な
っ

た
が
、
点
数
は
現
行
の
Ｓ
Ｐ
Ｔ
と

比
較
し
て
20
歯
未
満
の
点
数
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
口
管
強
の
施
設
基

準
届
出
有
無
に
よ
る
格
差
は
残
さ

れ
た
ま
ま
だ
。

歯
科
技
工
料
の

大
幅
引
き
上
げ
を

　

歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支

援
料
が
新
設
さ
れ
た
。
補
綴
物
の

製
作
を
委
託
し
た
場
合
に
、
１
装

置
に
つ
き
15
点
、
来
年
６
月
か
ら

は
30
点
と
な
る
。
大
臣
告
示
の

「
７
対
３
」
に
つ
い
て
歯
科
医
療

機
関
と
歯
科
技
工
所
間
で
の
個
別

対
応
を
強
調
す
る
文
言
が
記
載
さ

れ
た
な
か
、
歯
科
技
工
士
の
賃
金

の
改
善
を
図
る
体
制
の
届
出
が
必

要
だ
。

　

そ
も
そ
も
不
採
算
に
な
っ
て
い

る
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
の
技
術
料
や
技

工
技
術
料
を
大
幅
に
引
き
上
げ
な

い
と
歯
科
医
療
機
関
と
歯
科
技
工

所
の
経
営
は
成
り
立
た
な
い
の
が

現
状
だ
が
、
抜
本
的
な
改
善
は
さ

れ
な
か
っ
た
。
歯
科
技
工
士
連
携

加
算
は
補
診
の
際
に
も
算
定
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
対
象
も
拡
大
す

る
。歯

科
訪
問
診
療

要
件
の
改
善
を

　

歯
科
訪
問
診
療
で
は
、
歯
科
訪

問
診
療
４
・
５
に
施
設
基
準
が
設

け
ら
れ
た
。
要
件
を
満
た
せ
ば
届

出
不
要
と
い
う
も
の
の
、
満
た
さ

な
け
れ
ば
点
数
が
半
減
す
る
。
そ

も
そ
も
訪
問
診
療
は
算
定
要
件
が

厳
し
く
、
訪
問
診
療
を
萎
縮
さ
せ

る
政
策
で
は
な
く
、
時
間
要
件
の

撤
廃
、
同
一
建
物
・
単
一
建
物
の

概
念
等
の
是
正
を
求
め
る
。

　

歯
援
診
１
の
施
設
基
準
は
、
選

択
要
件
で
は
あ
る
が
届
出
の
歯
科

訪
問
診
療
１
〜
３
の
18
回
以
上
の

算
定
実
績
が
過
去
１
年
間
か
ら
直

近
１
カ
月
10
回
以
上
に
な
る
な
ど

要
件
が
厳
し
く
な
っ
た
。

　

在
宅
歯
科
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
等
連
携
指
導
料
は
歯
科
医
師
の

指
示
を
受
け
た
歯
科
衛
生
士
も
対

象
に
な
り
、
自
宅
療
養
患
者
の
食

事
観
察
を
行
っ
た
場
合
が
追
加
さ

れ
た
。　

金
パ
ラ
緊
急
改
定
と

抜
本
的
解
決
を

　

金
パ
ラ
の
逆
ザ
ヤ
が
歯
科
医
療

経
営
を
苦
し
め
て
お
り
、
国
民
へ

の
歯
科
医
療
提
供
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
。

　

金
パ
ラ
は
、
歯
科
医
療
現
場
の

欠
か
せ
な
い
、
有
用
な
金
属
だ
。

非
金
属
冠
修
復
物
を
促
す
政
策
が

と
ら
れ
て
い
る
が
、
金
属
・
非
金

属
を
問
わ
ず
修
復
物
の
選
択
は
主

治
医
の
判
断
で
行
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。
金
パ
ラ
高
騰
に
よ
る
医
療

機
関
の
経
営
悪
化
は
保
険
診
療
上

も
あ
り
え
ず
、
抜
本
的
な
改
革
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
М
冠
の
咬
合
支
持
要
件

撤
廃
な
ど
運
動
に
よ
り
改
善
実
現
も

　

会
員
の
声
に
基
づ
く
協
会
の
要

求
に
よ
り
、
改
善
さ
れ
た
も
の
も

あ
る
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
と
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
に
つ
い
て
、

複
雑
怪
奇
な
咬
合
支
持
の
要
件
が

撤
廃
さ
れ
、
す
べ
て
の
大
臼
歯
、

永
久
歯
代
行
歯
も
対
象
に
な
っ

た
。
光
学
印
象
は
、
１
５
０
点
に

な
り
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
が
対

象
に
加
わ
っ
た
。

　

純
チ
タ
ン
を
用
い
た
チ
タ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
２
８
０
０
点
が
新
設
さ
れ

た
。

　

有
床
義
歯
管
理
で
は
、
新
製
有

床
義
歯
管
理
料
が
１
口
腔
に
つ
き

か
ら
１
装
置
に
変
更
さ
れ
た
が
、

点
数
は
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
歯
リ

ハ
１
は
、
義
管
と
同
日
算
定
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

麻
酔
薬
剤
料
の
算
定
対
象
に
、

歯
髄
保
護
処
置
等
や
生
Ｐ
Ｚ
が
追

加
さ
れ
た
が
、
す
べ
て
の
処
置
に

つ
い
て
麻
酔
料
と
麻
酔
薬
剤
料
の

算
定
を
認
め
る
こ
と
、
ま
た
麻
酔

薬
剤
や
医
薬
品
が
入
手
で
き
な
い

現
在
の
状
況
を
一
刻
も
早
く
改
善

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

周
術
期
（
回
復
期
）
等
口
腔
機

能
管
理
計
画
策
定
料
は
、
管
理
計

画
を
変
更
し
た
場
合
も
算
定
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

３
根
管
以
上
の
加
圧
根
充
の
際

の
Ni
―
Ti
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ
イ
ル

加
算
の
要
件
か
ら
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
が

削
除
さ
れ
た
。

　

一
方
、
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者

に
、
非
金
属
歯
冠
修
復
し
た
場
合

が
補
管
の
対
象
と
な
っ
た
。
成
功

報
酬
で
あ
る
補
管
は
廃
止
す
べ
き

だ
。
歯
初
診
施
設
基
準
の
廃
止
、

口
管
強
な
ど
医
療
技
術
と
関
係
の

な
い
施
設
基
準
の
見
直
し
は
さ
れ

て
お
ら
ず
、
協
会
は
、
４
月
か
ら

の
新
点
数
研
究
会
で
も
改
定
の
問

題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
診
療
報

酬
改
善
運
動
を
行
っ
て
い
く
。

歯　科

基
本
診
療
料
と
基
礎
的
技
術
料
の

抜
本
的
引
き
上
げ
が
不
可
欠

歯
科
部
会
長　
　

川
村　

雅
之

◇
出
席
者

29
人

◇
情
勢　

社
会
保
障
審
議
会
・
医

療
部
会
は
、
改
正
医
療
法
に
基
づ

く
医
師
偏
在
対
策
を
議
論
し
、
外

来
医
師
過
多
区
域
の
候
補
と
し
て

九
つ
の
二
次
医
療
圏
を
示
し
た
。

対
象
は
東
京
５
圏
域
、
京
都
（
京

都
・
乙
訓
）、
大
阪
市
、
福
岡

（
福
岡
・
糸
島
）、
兵
庫
（
神

戸
）。
重
点
医
師
偏
在
対
策
支
援

区
域
で
は
、
都
道
府
県
が
地
域
医

療
構
想
を
踏
ま
え
、
関
係
協
議
会

で
開
業
に
必
要
な
医
療
提
供
等
の

要
件
を
付
す
と
さ
れ
て
い
る
。

◇
医
療
活
動
報
告　

２
０
２
６
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、
中
医

協
か
ら
「
個
別
改
定
項
目
に
つ
い

て
」
及
び
「
答
申
」
が
発
出
さ

れ
、
医
科
外
来
は
再
診
料
＋
１

点
、
新
設
さ
れ
た
物
価
対
応
料
＋

２
点
と
な
っ
た
が
、
一
般
名
処
方

加
算
▲
２
点
、
医
療
情
報
取
得
加

算
の
廃
止
▲
１
点
で
差
し
引
き
ゼ

ロ
と
な
っ
た
こ
と
、
Ｄ
Ｘ
加
算
が

電
子
的
診
療
情
報
連
携
体
制
整
備

加
算
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
対
象
が
拡
大

さ
れ
点
数
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅱ
）

の
包
括
範
囲
が
縮
小
さ
れ
る
こ

と
、
在
医
総
管
に
お
い
て
重
症
患

者
割
合
が
要
件
化
さ
れ
る
こ
と
、

等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

１
月
16
日
の
中
医

協
総
会
で
、
歯
科
用
金
属
「
歯
科

鋳
造
用
12
％
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合

金
（
金
パ
ラ
）」
の
告
示
価
格

が
、
３
月
１
日
か
ら
19
万
４
７
７

９
円
へ
の
引
き
上
げ
が
決
定
さ
れ

た
が
、
実
勢
価
格
は
１
月
時
点
で

30
ｇ
あ
た
り
17
万
円
超
で
あ
り
、

逆
ザ
ヤ
は
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
、

等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
総
務
委
員
会　

事
務
局
員
の
採

用
が
承
認
さ
れ
た
。

（
２
月
14
日　

理
事
会
よ
り
）

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
病気やケガによる休業も安心

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

業務災害補償保険
労務トラブルに備えて

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医療保険とガン保険

ドクターに最適を提供します

協会の新しい共済

介護保険Sasa＊L（ササエル）

●サイバープロテクター保険もお問合せください

〈次回受付は４月１日開始〉〈次回受付は４月１日開始〉

診療報酬改定研究会診療報酬改定研究会
　４月４日～　県内各地・オンラインで開催します。別
途送付の案内ハガキと引き換えに会場で案内資料を１部
無料でお渡しします。

（右の二次元コードからも詳細をご確認いただけます）

追加ご注文は、☎078－393－1807まで

前号に詳細案内掲載
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『平和憲法と暮らしの危機の新段階』

講師：学習院大学法務研究科　青井　未帆教授
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公立学校共済組合近畿中央病院　皮膚科部長 夏秋　　優先生講演

知っておきたいマダニ刺症とトコジラミ刺症

マダニについて
　日本では約50種類のマダニが知ら
れており、成虫の体長は２～８㎜程
度である。マダニは主に森林の林床
部の下草やササ類、河川敷の草地な
どに生息し、幼虫、若虫、成虫のす
べてのステージで動物から吸血す
る。幼虫では約３日、若虫では５～
７日、成虫の場合は７～14日程度の
期間、皮膚上で吸血を続けて、飽血
状態になると自然に脱落する。
　ヒトのマダニ刺症の原因種として
は、北日本～東日本ではシュルツェ
マダニやヤマトマダニが多い。関東
以西ではタカサゴキララマダニが約
８割と最も多く（図１）、次いでフ
タトゲチマダニが１～２割となる。
マダニ刺症の被害はマダニの活動が
活発になる春～夏の時期、特に５～
７月に多い１）。

マダニが媒介する感染症
　マダニは各種の感染症を媒介する
ことで問題となる。北海道や本州中
部山岳ではボレリア感染症のライム
病、関東以西ではリケッチア感染症
の日本紅斑熱やウイルス感染症の重
症熱性血小板減少症候群（SFTS）
などを媒介することが知られてい
る２）。
　しかし近年では東北地方で日本紅
斑熱、北海道でSFTSの発症がある
など、関東より北でもこれらの感染
症が発生している。また、2025年に
はこれまでなかった兵庫県南東部で
のSFTS感染例が出ているので、感
染リスクは全国どこでもあり得る状
態になっている。
　ただし、実際にはマダニの病原体
保有率はきわめて低いので、マダニ
刺症に伴う感染症の発症について過
剰な心配は不要である。

マダニ虫体の除去と対応
　皮膚に吸着しているマダニを除去
するには、先端の尖ったピンセット
（あるいは異物鑷子）でマダニの顎
体基部を挟んでゆっくり引き抜く。
マダニ除去用の器具（Tick twister®

など）は有用であるが、医療用器具
ではないため、担当医の判断で患者
の同意を得て実施する必要がある。
最も確実な除去方法は、局所麻酔を
して皮膚ごとマダニを切除すること
である。
　除去されたマダニはルーペやダー
モスコピーなどで観察し、口器部分
が欠損していないか確認する。口器
が皮膚内に残存すると、後に異物肉
芽腫を形成することがある。マダニ
の種類を確定するには、専門家に同
定を依頼する必要がある。
　マダニ除去後、１～２週間は発熱
や皮疹、消化器症状など、体調の変
化に注意する。通常、予防的に抗菌
薬を投与することは推奨されない
が、北海道や本州中部山岳でのシュ
ルツェマダニ刺症で、マダニが飽血
状態にある場合はライム病の感染リ
スクを考慮して、抗菌薬を投与して

もよい１）。
　マダニに刺されないためには、野
外活動の際に肌の露出を避けるこ
と、ディートやイカリジンなどの忌
避剤を配合した虫除け剤を適切に活
用することが勧められる３）。

トコジラミについて
　トコジラミはシラミ類ではなく、
カメムシ目トコジラミ科の吸血性昆
虫である。成虫（図２）の体色は茶
褐色で体長は約５㎜、幼虫の体色は
白色～黄土色で体長１～４㎜であ
る。世界の温帯域に広く分布する
が、1970～1980年代以降はほぼ撲滅
されていた。
　しかし2000年頃からピレスロイド
系殺虫剤抵抗性トコジラミ（いわゆ
るスーパートコジラミ）が世界各地
に拡散した４）。わが国でも外国から
の観光客が増加し始めた2003年頃か
ら徐々に国内に持ち込まれ、宿泊施
設を中心に繁殖してトコジラミ刺症
例が増加している。

トコジラミの生態
　雌は１日に２～５個の卵を産み、
200～500個を産卵する５）ので、交
尾済みの雌が１匹でも室内に持ち込
まれると数カ月後には数100個体以
上に増殖することになる。
　昼間は室内の壁や柱の割れ目、畳
の隙間や裏側、カーテンのひだ、寝
具や調度品の隙間などに潜み、夜に
なると吸血のために隙間から出てく
る。１回の吸血時間は成虫で７～27
分（平均、約15分）と長く６）、吸血
が終わると潜伏場所である寝具周囲
の隙間に戻る。

トコジラミ刺症の病態と
臨床的特徴
　トコジラミ刺症でみられる皮疹
は、吸血の際に注入する唾液腺物質
に対するアレルギー反応によって出
現する。多くの場合、吸血の２～３
日後に瘙痒を伴う浸潤性紅斑あるい
は紅色丘疹が出現する。トコジラミ
は就寝中に衣服から露出した頸部や
前腕、手、足などから吸血するの
で、皮疹はこれら露出部に集中して
認められる。また、吸血の際に口器
を何度か刺し変える習性がある６）

ため、狭い範囲に１～数個の不規則
に分布した紅色丘疹が認められるの
が特徴である。
　ただし、トコジラミ刺症の皮膚症
状は、個々の感作状態や体質の違い
により、かなりの個人差がある。

トコジラミ刺症の診断と治療
　的確な診断のためには、経過や臨
床所見からまずトコジラミ刺症を疑
う必要がある。４～10月に首や手足
などの露出部に繰り返し痒みの強い
孤立性の紅色丘疹が出現する場合は
本症を想定する。診断を確定するた
めには虫体の確認が必須である。虫
体の捕獲には筆者が提唱する「うそ
寝作戦」が有用である６）。これは夜
に寝室内の布団の上で肌を露出した

状態で横になり、照明を消して、約
30分後に照明を点灯した際に、吸血
のために隙間から出てきたトコジラ
ミを寝具の上や皮膚で探す方法であ
る。
　治療として、個々の皮膚症状に対
してはステロイド外用薬を塗布する
ことで１～２週間で軽快する。炎症
反応や痒みが強い場合は抗ヒスタミ
ン薬の内服や短期間のステロイド内
服を併用してもよい。本種の吸血に
よって感染症が媒介されることはな
いので、感染症の心配は不要であ
る。

トコジラミの駆除対策
　国内外ともに、現在、各地で繁殖
しているトコジラミのほとんどはピ
レスロイド系殺虫剤抵抗性であり、
一般的によく使用されるピレスロイ
ド系殺虫剤では対応できない４）。宿
泊施設などで発生が確認された場合
は、専門の駆除業者に処置を依頼す
る方がよい。
　一般家庭で駆除する場合はカーバ
メート系のプロポクスル、あるいは
オキサジアゾール系のメトキサジア
ゾンを配合した待ち伏せ式の噴霧
剤、またはメタジアミド系のブロフ
ラニリドを配合した燻煙式、あるい
は定量噴射式の殺虫剤を用いる３）

（表）。待ち伏せ式では、トコジラ

図１　タカサゴキララマダニ若虫
によるマダニ刺症　

図２　トコジラミ成虫

表　トコジラミ駆除に用いられる主な家庭用殺虫剤

ミの潜伏する壁や柱の隙間部分だけ
ではなく、潜伏場所から寝具付近ま
での移動ルートに噴霧しておく必要
がある。また、燻煙式の場合、火災
報知器、精密機器や食器などに予め
カバーをして処理する必要があるこ
とに留意する。いずれのタイプも、
個々の製品の使用上の注意をよく読
んで正しく使用する必要がある。
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薬品名
（系統） 処理のタイプ 商品名 メーカー

メトキサジアゾン
（オキサジアゾール系）
イミプロトリン

（ピレスロイド系）

待ち伏せ式
（スプレー）

トコジラミゴキブリアース アース製薬
株式会社

コックローチME 大日本除虫菊
株式会社

プロポクスル
（カーバメート系）

待ち伏せ式
（スプレー） バルサンまちぶせスプレー レック

株式会社

ブロフラニリド
（メタジアミド系）

燻煙式 ゼロノナイトＧ
アース製薬
株式会社ワンプッシュ式

（スプレー）
ゼロノナイト

ゴキブリ・トコジラミ用
１プッシュ式スプレー60回分

日　時　３月20日（金・祝）11時30分～13時
会　場　 大阪府保険医会館M&Dホール（地下鉄なんば駅より徒歩約５

分）＆オンライン
講　師　ジャーナリスト・元朝日新聞記者　土岐　直彦氏

　オンラインお申し込みは、右の二次元コードから
　来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

近畿反核医師懇談会　緊急学習会

戦争に向かう日本～安保法の行方と市民運動～

　総選挙で３分の２超議席を得た自民党。憲法改定や武器輸出推進、非
核三原則見直しなど、安全保障政策の大転換が進んでいます。近畿反核
医師懇談会は、ジャーナリストの土岐直彦さんを迎え、緊急学習会を開
催します。ぜひご参加ください。


